
1 はじめに

新版 K 式発達検査 2001（以下新版 K 式）は，0歳か
ら成人までの検査項目 328が 37の年齢区分に配置され，
医療分野においては病院などで障害の診断に，福祉分野
においてはこども家庭センターなどでの療育手帳の判定
に，教育分野では学校を中心に子どもへのアセスメン
ト，個別支援などによく利用されている。新版 K 式に
おいて，自閉症児や知的障害児に特徴的な通過項目や不
通過項目の存在がある感覚を持つ検査者は多い。しかし
それらを具体的に示した研究は見当たらない。
そこで本研究では，知的障害特別支援学校において，

在籍比率の高い知的障害を伴う自閉症児を対象に，最初
の不通過課題と最後の通過課題からその特徴を検討す
る。この研究の目的は，研究結果を子どもたちの日々の
教育実践へとつなげていくことにある。

2 方 法

近畿圏内の特別支援学校に通う小学部 1年生～高等部
3年生の保護者宛に，発達検査の主旨・目的・倫理的配
慮等を説明し，検査への協力・理解を得た。知的障害を
伴う自閉症の児童・生徒 60名（小 4名・中 16名・高 40

名）の検査結果について，得られた発達年齢を基準に，
最初に不通過になった課題，即ち不得意と考えられる課
題で最も通過年齢が低い課題と，最後までできた通過課
題，即ち得意と考えられる課題で最も通過年齢が高い課
題を整理し，彼らの通過課題・不通過課題の傾向からそ
の特徴を検討し，自閉症児の特徴を明らかにした。

3 結果・考察

結果を Figure 1～4にまとめた。知的障害を伴う自閉
症においては，同じ発達年齢であっても個人差が大き
く，できる課題・できない課題の年齢分布が広がる傾向
が見られた。また同じ発達年齢で比較した場合，認知・
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適応領域の発達年齢は高く，言語・社会領域の発達年齢
は低くなる傾向が見られた。また「積木構成」のような
視覚優位の課題や，ことばを直接介在しない知覚推理課
題は得意であり，発達年齢よりも年齢が高い課題を通過
している生徒が多かった。認知・適応領域では発達年齢
4歳から 6歳 11カ月で「重さの比較 例後 3 : 6～4 :

0」課題で不通過を示す生徒が多かった。これは，体性
感覚の全般的な鈍さから，指先の細かい感覚を使っての
積木の重軽を判断することの難しさ，重い・軽いという
目に見えない概念形成の難しさなどが不通過の要因とし
て考えられる。認知・適応領域の最後の通過課題では，
発達年齢が 7歳を超過している生徒の約半数が「図形記

Figure 1 発達年齢別に見た認知・適応領域における最後の通過課題

Figure 2 発達年齢別に見た認知・適応領域における最初の不通過課題
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憶 2/2 11 : 00～12 : 00」や「記憶玉つなぎ 2/2」のような
記憶力を必要とする課題を通過していた。中には，発達
年齢 6歳代で「釣合ばかりⅢ 成人域」を通過し，スケ
ールアウトになった者もいた。知的に高い自閉症の中に
は，特定の分野に秀でた才能を持つ生徒が存在すること

が明らかにされた。この生徒は，認知・適応領域で成人
域を超えたにもかかわらず，言語・社会領域では 2歳代
であった。このように，認知・適応が成人域超，言語・
社会が 2歳代という個人内のアンバランスも自閉症の特
徴の一つであると言える。言語・社会領域では発達年齢

Figure 3 発達年齢別に見た言語・社会領域における最後の通過課題

Figure 4 発達年齢別に見た言語・社会領域における最初の不通過課題
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が 5歳未満の自閉症児において「表情理解Ⅰ 2 : 0～2 :

3」で最初に不通過になる生徒が多かった。この原因が，
表情自体を読み取れないからなのか，「笑う」「悲しむ」
などの言葉のニュアンスをイメージできないからなのか
は，この結果からだけでは判断できない。4歳以上では
「了解Ⅰ2/3 3 : 0～3 : 6」で最初の不通過を示す生徒が多
かった。これはコミュニケーションとしてのことばを持
たない自閉症の特性と一致する。

4 おわりに

学校現場で発達障害児のアセスメントとして活用され
てきた新版 K 式は，これまで結果を個人にフィードバ
ックすることはあっても，検査結果を総合的に分析し
て，全体の特徴として検討したことはなかった。今回，
自閉症児を発達年齢別に並べ替え，通過しやすい課題と
通過しにくい課題を明らかにしたことで，上限と下限を

含めた通過・不通過の課題の全体的な傾向を明らかにす
ることができた。この結果を集団への教育に対してはも
ちろんのこと，一人一人の特性を大切にする日々の教育
にもつなげていきたい。
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